
「現地スタッフ」が
 いるから

国境なき医師団（MSF）の
スタッフの約 8割は、
MSFの活動地域で
生まれ育った

「現地スタッフ」。
患者さんたちに

近い立場や目線から
現地のニーズに寄り添って
活動を推進する、

かけがえのない存在です。
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しました。武装した男たちから身
を隠し、無数の検問所を通過する
旅はまるで悪夢。チャド東部アド
レの一時滞在キャンプにたどり着
いた時には、私たちはほとんど全
てを失っていました。

　私はいま、アドレのキャンプに
国境なき医師団（MSF）が開設し
た診療所で働いています。スーダ
ンにいた頃、チャドに住む叔父を
よく訪ねていたので、チャドの言
語や文化には親しんでいました。

仕事は家族を支える収入源、
そして大切な生きがい

　キーウの救急病院に勤務してい
た時は、一般的な外科を担当して
いましたが、MSFに参加してから
は、爆発による負傷や整形外科的
損傷、開放性損傷など、あらゆる
患者さんを診るようになりました。
外科医不足で次から次へと複雑な
手術を担当するうちに、短期間で
成長できたと思います。

　ある時、何かの破片が右胸を貫
通し、大きな傷を負った50代の女
性が搬送されてきました。正直、

患者さんの笑顔と回復が
最高の励みに

手術を乗り切れるか不安でしたが、
治療を諦めるわけにはいきません。
チームで力を尽くした結果、彼女
は徐々に回復し、１カ月後、笑顔
で病院を後にしました。患者さん
が回復し、健康を取り戻していく
場面に立ち会えることは、医師と
して最高の励みになります。
　戦争中は、病院ですら、いつ攻
撃されるかわかりません。しかし、
そんな不安は振り払い、日々、目
の前の仕事と向き合います。MSF
の安全管理担当者を信頼して、私
は医療という自分の職務に専念す
るのみです。

まずはボランティアでMSFの活動
に参加し、やがてスタッフとして
勤務するようになりました。
　いまでもスーダンの状況は深刻
です。故郷からのニュースを耳に
するたび、現地に残る友人や親戚
を思うと、胸が張り裂けそうにな
ります。しかし、ここで仕事に集
中する以外に選択肢はありません。
　日々の業務は気を紛らわせ、生
きがいを与えてくれます。この仕
事は家族を支える収入源であると
同時に、他者を助ける機会でもあ
ります。人びとを支えるために懸
命に働く素晴らしいチームの一員
でいられて幸運です。いまは私た
ちにとって困難な時代ですが、互
いに助け合うことで多くの事を成
し遂げられると信じています。

いち早く駆け付け、
最後まで人びとに寄り添う

文化から治安情報まで
頼れる地域の専門家

MSFで得た収入で、
家族の暮らしを支える

「元患者」から、いまは
患者さんを支える側に

レスチナ人とウクライナ
人を両親に持つ私は、ウ
クライナの首都キーウで

生まれ、パレスチナ・ガザ地区で
育ちました。ガザではイスラエル
軍の侵攻で自宅が破壊され、多く
の知人を失いました。子どもの頃
からMSFの車両を見ていましたし、
人びとに医療を提供する医師たち
であることもわかっていました。
　私が働く病院は、ロシアによる
ウクライナ侵攻の最前線にあり、
毎日のように砲撃の音や爆発音が
聞こえます。

パ

ハサン・エル・
カファルナ
外科医 （ウクライナ）

ーダンでは社会学と都市
開発を学んだ後、NGO
で働き、幸せに暮らして

いました。ところが、戦争が全て
を変えてしまいました。
　2023年４月、私は兄と母と共に、
猛烈な暑さと襲撃という恐怖に耐
えながら、徒歩で国境を越えまし
た。スーダンからチャドへ逃げる
途中、村々が焼け落ちるのを目撃

ス

アイシャ・B
 健康教育担当
（チャド）

私たち難民は、大きな家族のように
支え合っているのです

攻撃の不安を振り払い、
私は医療に専念するのみです



日本からのスタッフ派遣状況
25の国と地域53人（2025年12月 1日現在）

国境なき医師団ウェブサイト www.msf.or.jp
平日10 : 00～17 : 00／担当：荻野、今尾、小芝

遺贈に関するご相談・お問い合わせ

TEL 03-5286-6430担当者直通 
平日 9 : 00～18 : 00　土日祝日・年末年始休業

寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

TEL 0120-999-199 通話料無料
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こちらから
マイページは

タンザニアで出会った
ロジスティシャンのバルテルミー

ナイジェリアで出会った
運転手のアイザック

マレーシアで出会った
地域支援担当のヌール
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今号の感想を
教えてください

スマートフォンから

MSF連絡帳

領収書のお届けについて

確定申告について

日本から派遣されたスタッフたちが各国で出会った
思い出深い現地スタッフをご紹介します。
共に過ごした時間や交わした言葉には
いまも忘れられない温かさが残っています。


